
ベルギー，フランダースの犬のアントワープへの道

富永 義則（昭44）

今回はブリュッセルを首都とするベルギーの話。

ゲルマンとラテンの２大民族の融合したベルギー

は“ヨーロッパの心臓”と呼ばれている。今回の

学会はそのベルギー北部の町，アントワープで開

催された。ここは日本ではおなじみの，あの“フ

ランダースの犬”で有名なところ，是が非ともルー

ベンスを訪ねたいところである。

2004年６月28日，台風６，７号一過の後で，梅

雨の中でも運よく快晴に恵まれての日本脱出と

なった。まだ６月なのに連日30度を越す真夏日が

続いていた。ものの本によるとベルギーの６月は

日本の４月ごろの気候と聞いていた。絶好の避暑

になる。今回の学会への参加はハンガリーでの第

５回以来５回目の参加で，常連の参加者をはじめ

かなり知りあいができ，学会の雰囲気にもなれて

きたところであった。しかし，今回ほど疲労を感

じたことはなかった。学会の準備もいつもよりは

早めに始め，参加の手続きも万全にしたつもりで

あった。長崎から関空を経てベルギーのアムステ

ルダムの空港までの長い旅路，この12時間が今回

ほど長く感じたことは無かった。４月からの新転

地でも仕事等のこともあり，少々疲れが残ってい

たのだろうか，それともそれなりの歳になってい

たのか，妙に緊張し，体調が芳しくない。機内で

の２回の食事にも気を使い，12時間がこんなに長

く感じた旅行はこれまで経験が無い。しかし７

～８時間も経つと体調も大分回復し外の景色も目

に入る様になってきた。テレビの画面でみる飛行

航路からするとバルト海近くにきている事がわか

る。デンマークからオランダに架けて海は茶色に

なっている。これはヨーロッパの大河の河口に近

いためだろう。しばらくすると地図でおなじみの

あの堆積した列島や長い干拓の堤防がみえた。海

を仕切っている巨大な堤防もここからは一本のヒ

モの様に見える。さらに高度が下がると，森や牧

草地，それに整然とした畑，それを囲むクリーク

がはっきりと見える。これがオランダからベル

ギーまでずーっと続いている。一切山や丘らしき

ものはなにも見えない。こんなにはっきりと外が

見えたのもめずらしかった。外を見ているとそれ

までの体調不良の感覚は薄れていった。まもなく

アムステルダムの空港に着いた。ベルギーに入る

には，このアムステルダム・スキポール空港から

電車でいく必要がある。この電車のホームは空港

の地下にあり非常に便利になっている。ここから

ヨーロッパの各地に行ける。ホームで待っている

間も，フランス夫人から，パリに行くのはこのホー

ムで良いか聞かれる。列車番号が同じなのでこの

ホームで正しいことを告げると色々と気軽に話を

する。10日間近くヨーロッパを旅行してきたとの

こと。また別の人からはデン・ハーグに行くには

このホームで正しいかと聞かれる。しかしデン・

ハーグがどこに有るのか知らない。まもなくパリ

行きの黄色タリスが到着した。これまでもユウ

ロースター等何回かヨーロッパの電車に乗ってき

たが，タリスは今回が初めての経験となる。あら

かじめ日本の旅行代理店での指定席予約で簡単に

席を見つけることができた。ヨーロッパの駅では

いずこも改札がない，電車に乗った後，しばらく

して検札がある。今回の急行では途中，飲み物と

ケーキの無料サービスがあった。２時間の間に２

回このサービスがあったが，弱気になり１回しか

取れなかった。車窓からみるオランダの風景は見

慣れている気になる。風車こそ見えないが本でよ

く見たような風景である。ほとんどが四角に区切

られた牧草地，そこには10～20頭位の白黒や白茶

の牛，それに馬がいる。それぞれの牧草やぶどう

畑，それに小麦らしきもの，微妙に緑色が違う，

それをまた別の緑のクリークが囲む，緑に囲まれ

た車窓であった。短く感じた２時間であった。駅

はアントワープに着くものと思っていたが，ベル

ヘムという駅で下車せざるをえなかった。アント

ワープ駅はここから別の線で行かなくてはならな

い。そこでどのくらいの距離かわからないままタ

クシーでアントワープまで行った。14～５分で着

いた予約のホテルは，アントワープ駅の真ん前で
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１分とかからない距離であった。もうすでに午後

７時近くになっているのに，日本の５時くらいの

感じで明るい。しかし町は何かごたごたしている。

道路も広くない。建物も古いのか新しいのかわか

らない。人も東洋系から，アフリカ，それに各ヨー

ロッパ人と，これも雑多，しかし何か明るい自由

さを感じる。まだ睡眠を取るには明るすぎる。そ

こで近くを散策することにしてみた。ホテルでの

チェックインを済ませ，あらためてアントワープ

駅を見てみると，それは30メートル近い古い大き

な石造りの駅であった。1895年から10年かけて建

築されたとのこと。プラットホームは６列からな

る比較的大きな駅であった。この６本のホームが

一つの大きなドームの下にある。よくヨーロッパ

の駅で見かける風景である。「この駅の向こうは動

物園，その横はダイヤモンド博物館，北側の広場

は工事中，さらに左側の西は駅前のメインスト

リート，しかし車は一方通行，車道の半分は両側

に駐車している車で占拠され，歩道の方はレスト

ランの客席が所狭しと迫出している。さらにあち

こちで工事中，なんとも混雑した町である」との

第一印象であた。いずこも道路は広くなくごたご

たしているが，駅前が特にひどかっただけであっ

た。

ホテルの反対側の店はなにかきらびやかである。

この一角があのベルギーダイヤモンドで有名な町

であった。アントワープ駅の地下の駅はダイヤモ

ンドステーションと呼ばれるほど，ダイヤモンド

で有名な町であった。駅からずーっと高架橋の下

は25番と店番号が付いている様にびっしりとダイ

ヤモンド関係の店ばかりである。また，その１キ

ロ四方の周りはほとんどダイヤモンド関係の大小

の店が並んでいる。世界のダイヤモンド原石の

70％以上がここに持ち込まれ研磨されるといわれ

ている。アントワープにある４軒の取引所のうち

その３軒がこの駅の近くにあるという。ここに

ヨーロッパでも有数のユダヤ人社会が形成されて

いる。あの独特の黒い帽子に黒いマントの様な服

装をこの町でよく見かけた。この人たちが敬虔な

戒律厳しいユダヤ教の人たちであった。またイス

ラムの人らしいスカーフをした人も多く見かけた。

ベルギーは70％以上がカソリックだそうである。

アントワープの町

オランダ国境から30㎞ほどのベルギー北部にあ

るアントワープは，日本人にあのアニメの「フラ

ンダースの犬」で知られている人口50万の町で，

またヨーロッパ有数の港でもある。しかし何と

言っても前にふれたダイヤモンドだろう。普通は

ダイヤモンドとは縁の無い私でも，ショウインド

をついつい見てしまう。挙げ句のはては，研磨の

実演にはまりこむ。また見る角度によってきらき

らと輝く虹の光に魅せられる。知らぬ間に説明を

聞いている。色々な国の人が店を構えているらし

い。その中でもユダヤ人の組織が圧倒的に大きい

らしい。

このダイヤモンドの次に気になるのが，ネロ少

年があこがれたルーベンスの絵だろう。レンブラ

ントは見たことあるが，ルーベンスは淡路島の大

塚美術館で数点見ただけであった。その本物がみ

られる。それだけでもベルギーに来た甲斐がある。

ルーベンスの家が，アントワープ駅から港に向

かって15分くらい歩いた所に博物館として開放さ

れている。ここにはルーベンスが使用したと思わ

れるタイプの調度品が再収集されている。当然多

くのルーベンスの絵が展示されている。あの有名

な自画像が心に残っている。しかし，あまり色々

みると一つ一つが記憶に残らない。これらの絵の

世界一のコレクションとなっている王立美術館の

絵には圧倒される。さらに近くにあるノートルダ

ム大寺院のネロ少年を魅了したであろう「キリス

トの昇架」「キリストの降架」「聖母被昇天」に感

激した。やはりこれらの絵は美術館に有るよりも

教会に有るのが良い。当然この大寺院の周りは観

光スポットになっている。駅からこの寺院近くは

歩いて回れる。さらに港の辺まで回ろうとするに

は観光バスがよい。このバスはアントワープの駅

の近くから出発し，おまけに日本語のガイドまで

付いていて，１時間半ぐらいでアントワープの町

を一周する。

学会参加

参加した学会は２年ごとに開かれ，今回で第９

回になる。参加者はヨーロッパを中心に100人位

で，それほど大きくない複素環境係の学会である。

これまで第５回のハンガリーから連続で参加して
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いる。かつては多くの日本人がこの分野の研究に

携わっていた。今では大学関係の研究者は少なく，

今回も日本から参加したのは北里大学の先生，長

崎工業技術センターの人，それに私だけであった。

製薬会社や農薬関係の会社では現在でも活発に研

究されているが，これらの人の学会参加が無いの

は若干寂しい感じがする。これも私の宣伝が不十

分と反省している。次回はもう少し他に呼びかけ

てみようと思う。

今回の学会はアントワープ大学のレミラ教授を

議長にアントワープ大学で開催された。学会の場

所がノートルダム大寺院の近くに有ることからも

察せられるように古い歴史を有するベルギー屈指

の名門大学である。しかし，現在の日本と同じく

大学の再編統合が進んでいて，９ヵ月前に再出発

したばかりとの説明がなされた。学会の場所と

なっている大学は前回のイタリア，フェララ市の

大学や，ハンガリー，ゼンメルワイズ大学のよう

に通りに直接面した建物となっており，この建物

が1800年代の古くも貫禄のある建物で町の一角を

成している。そこの門を潜ると中庭になっており，

その先に学会の場所が有る。その３階に受付が有

る。もちろんエレベーター等ない。学会の参加登

録を済ませ，オープニングセレモニーの会場へと

進んだ。ここは明日の学会の会場と同じ場所に

なっている。ここは３階建で３階だから屋根裏部

屋になっている。床も板張りにカーペットで，窓

は両開きの小さい板張りとガラス窓になっている。

鉄色レンガの外壁には緑鮮やかな蔦が這っている。

屋根は傾斜のある黒褐色の平らな瓦，なんとも言

えない趣がある。こんな場所での学会に参加でき

る幸せを嚙みしめておこう。受付には実際の世話

をしているバート・マース教授が出迎えてくれた。

20分前なのに誰も来ていない。それで前もって e-

mail で送っていたパワーポイントの原稿チェッ

クをすることになった。スライドの前半は予定通

り，しかし中盤の肝心なところにくると大事な写

真が写らない，鮮やかな色を見せる予定のスライ

ドなのに，今回の発表は有機電解素子材料につい

てで，その色が肝心なところであった。実際の色

を示してアピールしようと思ったのに，と残念で

あった。その後も10数枚の写真が全くだめになっ

ていた。しかしこのコピーを持ってきているから

とこの時はそれほど心配していなかった。しかし，

その翌日の試写でも写らなかった。後は口頭で説

明する意外にないと覚悟をきめた。前夜祭には常

連のメンバーがほとんど参加していた。しかし，

最も親しくしているハンガリーのマチャシュ教授

と，スペインのラビニヤ教授の姿がない。それぞ

れ関係者に聞いてみると今回は多忙で参加しない

との事，残念であった。それぞれと挨拶を交わし

１時間ぐらいでこの場を後にした。

翌日から本格的な学会の始まりである。学会は

８時50分から，この時間になると用意された椅子

はほとんど満席となっている。アントワープ大学

の学長の挨拶，それに化学会の理事と続き，さら

に今回の学会の議長レミラ教授の流暢な挨拶が続

いた。その後，学会の参加や準備状況等の経過報

告がなされ，テイシュラー教授の司会のもとスロ

ベニアのポーランク教授の講演となった。つづい

て北里大学の倉沢教授の講演で，先生はエジプト

やアメリカでの招待講演の経験も豊富で，今回の

フタラジン関係の演題も興味ある内容だった。途

中30分のティータイムがあり，午前中の５題の演

題も活発な質問で終わった。その後は２時間の昼

食の時間となった。レストランはこの会場から歩

いて２～３分のところにある大学のレストランで

あった。100人ぐらいが楽々と入れるような部屋

で，学生食堂とは違い，大学の行事やセミナー，

講演会等のために使用されるとのこと。サービス

といい，料理の内容といい，一般の高級レストラ

ンと比べてもなんの遜色もない。ビールから始ま

り，白，赤ワインと続き鮭の料理がきて，ここで

スペインのようにランチかディナーかと思うよう

なボリュームの食事ではない。国が違えばやはり

食事もちがうと一人で納得しながら，ワインを飲

んでいると，大きな皿のステーキがきた。もうパ

ンも食べ十分なような気になっていた。このス

テーキも他の町のレストランで食べたものよりも

柔らかくて美味しかった。しかし，少々食べ過ぎ

てしまった。

午後からも活発な講演が続いた。日本の学会の

様に形だけの座長の質問だけで終わることはない。

２日目は午前中が学会で午後からはアントワープ

市内観光が企画された。夕方からは学会の場所と

同じところになる聖楽堂でのマンドリンの演奏会

－ －37



に参加した。ここは学会があった場所の１階の部

分で外はレンガの壁が緑の蔦で覆われ，内は白の

漆喰に天井は古い茶褐色の木造の梁からなり，正

面は聖母マリアの像があり，その前が演奏の舞台。

それほど広くなく10人位が並ぶと一杯になるよう

な広さに感じられた。演奏はバッハから始まり

シューマンと続いていた。演奏者は皆大学の教職

員で構成され，100年以上の歴史をもつ，大学でも

市でも公認のクラブだそうだ。ここの演奏者の中

に今回の学会の議長のレミア教授がいたのには

びっくりさせられた。さらにハンガリーから参加

していたホイジャ教授がオルガンで伴奏されたの

がさらに驚きであった。

３日目はいよいよ発表当日となる。日本からの

出発時からの体調不良を少なからず引きずってい

たこともあり，これまでの学会よりも緊張してし

まった。前者が終わり，司会のオーストリアのウ

イン大学のハイダー教授の紹介があるときには紹

介の内容も聞くことは出来ていた。最初はいつも

の形だけの挨拶から始まり，これまでの発表では

化学発光についてであったが，今回はこれに加え

て電界発光についても話したためにイントロが長

くなっていた。イントロの説明も終わり中盤の写

真が出てくる場面になると真っ黒な画面だけ，

真っ黒な画面が３枚続くことになる。初日の試写

のところでこのことはすでに確認はしていたもの

のどきどきであった。しかし，フランスのワーマ

ス教授が状況を判断してか，“マジックの始まりで

すか”との一言で，すうっーと胸の閊えが消えた

ような感じがした。緊張が取れたような感じがし

た。「ここに青色，緑色，それにここに赤色がある

と想像して下さい。この絵は蛍光測定器で，これ

はグラフです，心眼で見て下さい」と，もうマジッ

クの世界。後は実際の研究の説明だから，いつも

の状態に戻っていたように思う。しかし，最後に

長崎や大学，それに環境科学部を紹介する写真も

出てこなかったのが残念でした。

学会の最後は午前中で終わった。この間，理事

会が開催され次回をどこにするか前日まで決まっ

ていなかった。これまで順調に決まっていたが，

主なところはスロベニア，イギリス，それに日本

が残っている。最初はイギリスの予定であったが

担当者が退職して大学関係者がいなくなったせい

もあり，候補地から自然に消えていた。私は帰国

の時間の都合で前回イタリアでの理事会には参加

できなかったが，その時の話ではフランスも候補

地になっていた。しかし理事の一人，ワーマス教

授が理事会に間に合わなかったため，スロベニア

のスタノビック教授を仮の議長に決め最終日に

ワーマス教授の出席を待って，それでやっと次回

はフランスに決まった。これらの理事会で日本で

の開催も議論されたが，これまで日本からの参加
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信州松本での昭和44年度卒業同窓会の記録

富永 義則（昭44）

今回も昭和44年度卒業の級友達が信州松本市に

集まった。これは何時からか始まった２年ごとの

同級会の一環で，今回は前回の沖縄での会の後，

松本市在住の木下が世話役となって開催されたも

のである。これまでも長崎はもちろん，福岡，岡

山，広島，宮崎，鎌倉，沖縄，それに信州と同級

生が居るところを順に廻って同窓会を開いてきた。

それぞれの場所での思い出，それぞれの語らいの

内容は忘れてきているが，比較的深く胸に残って

いる。月日の経つのは，光陰矢のごとし，で非常

に早い。しかし，どんなに月日が経とうとも同窓

会で会っての語らいには時の隔たりを感じない，

何時もそんな雰囲気である。特に最近はお互いの

再会を大切にするように気遣っている感じがする。

これまで参加されていない方にも，次回からぜひ

参加してほしい。

今回の信州での様子を知らせておきます。今回

の同窓会は，平成16年６月５日長野県松本市浅間

町の「みやま荘」で，先程も触れたように木下の

世話で開かれた。日時場所を決めるのに苦労され

たようだったが，結果は大成功で，感謝感謝の松

本であった。折しも此の頃は日本のほとんどが梅

雨の始まりで天候が気になっていた。しかし，前

日（４日）の松本市は快晴で遠くのアルプスの山々

がくっきり見えていた。山の頂きには未だ残雪が

見られる。この天気が明日まで続いてくれと祈る

気持ちで，松本空港からみやま荘までバスを乗り

継いで行った。ホテルには５時頃着いたが未だ誰

も来ていなかった。暫くすると早めに松本入りし

て，市内観光をしてきた松村，山口，赤堀，西村，

小坂らが戻ってきた。意外と少ないのに少々気掛

かりになった。参加すると思っていたいつもの大

和，星野，藤井，それに白石さんがいない。大和

と白石さんは直前体調を崩したとのこと，また藤

井さんも高熱を出したとのことで参加できないら

しい。少々遅れて，内田，島袋の両人が現われた。

広本，それに下野親子は翌日の合流と聞いた。そ

れから何時ものようにわいわいがやがやと前夜祭

が始まった。食堂で始まった前夜祭だが，もう時

間ですよと退席を促されるまで食堂で語らう事に

なった。その後も一つの部屋に集まり二次会の開

演となった。ビールをはじめアルコールは充分あ

る。沖縄のアワモリを期待しながら，しかしこの

日は出てこなかった。島袋さんにこの日もアワモ

リを密かに期待していたのです。それで宴会が盛

り上がらない訳はない。ここで話した内容の記憶

は定かでないので記する事はできない。しかし語

らう事は，今回これなかった人々の消息，それに，

自分達の近況報告等々，話は尽きない。それぞれ

同級生の事，皆が気にしています。

５日は朝が早い。６時50分には朝食，７時半頃

にはホテルを出発。一台のバスに９人は寂しい感

じがした。しかし上高地，それにロープウエイの

所までは周りの景色に見とれて人数なんて気にな

らなかった。

谷深い川沿いの，お世辞にも広いとは言えない

曲がりくねった，しかもトンネルの多い車道を，

行き違いのバス等にヒヤヒヤしながら，時間はあ

者が少ないことと，さらに最も重要な理由として

全ての物価高が懸念された。この学会の参加者の

ほとんどがヨーロッパのため，日本までの旅費等

の経済的負担の大きいことが心配されている。私

にもそれらを援助する資金調達の目処も無い。国

際学会を日本で開く事の難しさがここにあると思

われる。今回の理事会で私自身が開催の名乗りを

上げることは出来なかった。しかし，スペインの

ラビニア教授，それにハンガリーのマーチャシュ

教授が強く日本での開催を望まれていることもあ

り，真剣に日本での開催を えなくてはならない

と思っている。

今回も体調はよくなかったが，それなりに貴重

な体験となった。次回のフランスに向けて参加で

きるように頑張ろう，その気持ちの持続が肝心と

思っている最近の心境である。
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ロープウエイの階段の所で下野に会い，元気か，

との短い挨拶で，元気なのを確認して，急いでロー

プウエイに乗車したような気がする。約７分ぐら

いで西穂高の展望所に着いた。ここからの眺めが

また天下逸品，焼岳，笠の形をした笠岳，錫丈岳，

鎗ケ岳，北穂高，奥穂高と360度アルプスの山々が

一望できる。笠岳の方には雲が出はじめている。

この展望所から少し奥穂高の方角に歩き始めた。

残雪がある。穂高の途中の西穂山荘もくっきりと

見る事ができた。ここから２時間位で行けるとの

話し。もっと若い時にくればと思いつつも，しか

たがないと諦める。あまりの素晴らしさに言葉が

ない。ただ感心するだけ。なんと幸せなことだ。

天の恵みに感謝，企画してくれた木下さんに感謝，

参加した皆に感謝。もう何も言う事ない。

感嘆，感激の上高地からホテルに着いてみると，

広本さんそれに病のはずの藤井さんが待っていた。

「どうしたの」，と藤井さん。熱が下がったから来

たとのこと。

しばらくして下野親子も到着した。さあこれか

ら同窓会の始まりです。後は時の経つのも忘れて

の宴会。昨晩と同様わいわいがやがやの連続。

二次会は例のごとく部屋でアワモリで乾杯。実

に楽しい２日間でした。

次回は還暦，平成18年長崎で行います。皆さんの

参加に期待しています。

まり気にしていなくて，２時間位だったと思う，

焼岳の見えるところまできた。途中の木々の緑の

鮮やかさに見とれながら，これが萌葱色かと感心

しながら，あの有名な大正池に着いた。手前は薄

青色の澄み切った池，その岸辺は萌葱色のタケカ

ンバの木々，その向こうにやや褐色の部分のある

ウグイス色の山肌，それにバックは夏の空を思わ

せる群青，一遍の雲もない，稜線には人陰すら確

認できそうな程透明に澄み切った空気，そのよう

な周りの景色でした。ここから梓川沿いに田代橋，

ウエストン碑の横を通って，河童橋の所まで周り

の景色を満喫しながら，ところどころで記念写真

を取りながら行った。 橋の上で皆万歳をした。

写真に収めたが，あまりにも小さすぎて分かりず

らい。しかし人よりも景色がすばらしい。岳沢に

はまだ残雪が見られる。ここでも仰ぎ見るバック

は群青色，山は碧緑，それに岩肌と残雪，萌葱色

の緑，それに梓川，これは私の力では表記できな

い。

途中帝国ホテルでコーヒブレイク。10時近くに

なるともう都会なみの人の多さ，全く噂通り，何

だろうと思いながらも，山の頂き，稜線を見ると

少々元気なら登ってみたくなるのも当然のような

気がする。理解できる。山のりっぱな売店でそれ

ぞれ買い物をして，途中昼食を取り新穂高ロープ

ウエイに向かった。この頃になるとロープウエイ

の所には下野親子が来ているとの連絡が入る。
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熊 本 か ら

藤原 邦雄（昭45）

昭和45年卒の皆さんお元気ですか。今年は６月

から長い猛暑が続き，また９月には九州地方はた

て続けに３つの台風が上陸する等，異常な天候に

見回れました。皆さんのところは如何だったで

しょうか。まず，誠に残念なことですが，同窓生

の岡本（旧姓，岡村）睦子さんが，昨年12月に急

逝されたことを記さねばなりません。長崎での前

回のクラス会（卒後30周年記念会）では元気な姿

を拝見していましたので大変な驚きでした。学生

時代の彼女は仲間と共にいて，いつも物静かで清

楚な方であったように思います。どうぞ安らかな

御冥福をお祈り申し上げます。

さて，私は約５年前に（やっと）長薬を離れ

（？），現在，熊本の崇城大学（旧熊本工業大学）

に務めています。50歳過ぎての転職でしたので骨

身にこたえて，まだ完全には慣れ切っていないの

が本音です。月並みですが，45年卒には熊本出身

はいないと思いますので，私の感じる所を紹介し

ます。熊本は長崎とは距離的には極めて近いのに，

内陸的で寒暖の差が大きく，町並みは広く平坦で，

車道が多く，かつ分かりにくいという，所謂，城

下町の特徴があります。其の中にあって，崇城大

学は市の西側の池田町の小高い山全体が大学キャ

ンパスになっています。大学は現在，工学部と芸

術学部から成りますが，来年度からは新たに薬学

部が新設されます。更に各学科が統合されて情報

学部，及び（私が所属することになる）生物生命

学部が誕生します。大学全体の学生数は約4000名

弱，現在の工学部の教授数は100名程度で会議には

一同が会するので大変な賑わいです。私は，長崎

のころは車で直接薬学部の研究室の下まで乗り付

けられたのが，今や山の麓に車を駐車して毎朝山

登りとなりますので，これが結構，真夏や真冬に

はこたえます。同じ年の先生が何気なく“山登り

がしんどくなると定年間近かなのだそうですよ”

と話されて思わず絶句しました。長薬とこちら私

大の特徴の違いはいろいろとあるようです。一口

で言いますと，私大の職員は教育，研究のみなら

ず学生の面倒（厚生指導，就職，オープンキャン

パス，企業訪問，父兄懇談会など）を見ることに

かなりの時間がさかれるのは事実です。私大では

学生に対して，高い授業料の分だけ，面倒見を良

くし，資質の高い特徴のある教育を行うことが不

可欠なわけです。従って，その分，先生方と学生

の間は結構親密でキャンパス内ではすれ違うたび

によく挨拶をしてくれます。また学生は自ら就職

活動に大変積極的に取り組む点も薬学とは違うよ

うです。これは現状では就職がなかなか難しいこ

とを自覚しているからでしょう。薬学部卒は免許

がある分有利であることを実感します。私はこち

らで初めて１年生から４年生までのクラス担任を

経験しました。学生のよろず相談係です。殆どが

育ちの良い子供達ですが，たまに難題を持ち込む

学生がいます。しかしそういう学生がかえって可

愛くなりますからこれもまた（因果は巡る）人生

なのでしょう。

私は今夏，長崎出身の学生の父兄懇談会で長崎

を訪問しました（？）。驚いたことに長崎高速道を

降りたところに長崎港がありました。“３日見ぬま

間の桜”でした。遠くにおられる同窓生の皆さ

ん 還暦を迎える前に，或はそれを記念して，

長崎を思い出し，尋ねて下さい。港の付近の様変

わりはきっと感動を与えますよ また今年改築

され大変立派になった長薬も是非見て下さい。

尚，我等45年卒の次回の同窓会は１年延期して，

中村博 大兄（現・長崎市薬剤師会会長，同県副

会長）のお世話で，平成18年に長崎で行うように

計画しています。それまで皆さんお元気で
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参加者名（すべて旧姓），

後列 森，梶原，橋本，金子，間瀬田，岡本，風早，村岡（都），小笠原，猪平，松田，

中列 桝永，上原，山内，大間，小寺，宮垣，芳賀，中田，福間，古屋，

前列 杉本，住吉谷，岸高，岸，簑田，池田，松村，山本，加藤

花が咲きました。

翌日は所用で参加できない数人を除いて，朝９

時に広島駅を出発し，紅葉が盛りの安芸の宮島に

向かいました。今年の台風18号で左楽房が倒壊し

た厳島神社も修復が進み多くの観光客でにぎわっ

ていました。今年は紅葉が遅くちょうど見頃で，

すばらしい天気の下，ロープウエイで山頂まで登

り，瀬戸内海の景色と美しい紅葉を楽しんできま

した。昼食のあと３年後の再会を誓って散会しま

した。なお次回は卒後35周年に当たる３年後に東

京で行う事になりました。

次回はもっと多くの参加者で盛大に35周年を迎

えたいです。

前回の台湾から３年目の今年11月20日，21日に

広島市において卒業後５回目の同窓会を行いまし

た。やっと秋らしくなった広島市に各地から30名

の仲間が集まりました。今回は広島市の繁華街に

ある酔心本店を会場に，午後６時に始まりました。

中には卒業後同窓会への出席が今回初めての仲間

も顔を見せ，実に32年ぶりの再会になりました。

乾杯の後出席者１人ずつに現在の状況報告をして

もらいました。前回の同窓会では居なかった孫の

誕生の報告が数人の方からあり，改めて年の流れ

を感じさせられました。一次会の後は全員で胡講

で賑わう繁華街を歩いて二次会に移動，カラオケ

などを楽しみながら夜遅くまで昔話や近況報告に

47年卒同窓会イン広島

森 賢造（昭47）
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昭和48年卒の卒後30年クラス会便り

渡部（木原）クリ子（昭48）

昨年の平成15年11月２日（日曜日）午後５時か

ら，長崎厚生年金会館（ウェルシティー長崎）に

おいて，昭和48年卒後30年のクラス会が行われた。

生憎の雨模様であったが，長崎在住の方々のご尽

力により，新潟，東京，大阪や四国等からも駆け

付け参加者47名という盛会であった。

私は昭和49年６月に医学部原研放射を辞め帰省

し，その後11月に上京，ずっと長崎には行かなかっ

たが，久しぶりに，昨年３月，薬学会年会長崎大

会に参加する機会を得た。30年ぶりに薬学部まで

行ったが，春休み中また工事中という状況で，人

影も疎らな状態であった。

学会から帰った後，しばらくして，クラス会の

ご案内があり，東京在住の数人も参加する情報を

得たため，もう一度長崎まで30年ぶりの友人達に

会いに行くことにした。

長崎空港へ降り立ったら何と東京組のメンバー

が同じ飛行機だったらしく，リムジンバスの中は

既にクラス会状態で，賑やかなことこの上なしと

いった風体であった。丁度乗り合わせた無関係の

乗客には申し訳なかったが…

クラス会ではすぐに学生時代の顔が浮かび，30

年経っても，一緒に学び，実験し，苦労（？）し

て卒業した仲間っていいなあと痛感し，とてもう

れしかった。

話は尽きず，２次会会場へと雪崩れ込み，夜遅

くまで飲めや歌えの大騒ぎとなった次第である。

その場の詳細は他のシラフに近い方に譲るとして，

このクラス会の企画，準備にご努力された幹事の

方々に感謝の気持ちでいっぱいである。ありがと

うございます。

今度は５年後にクラス会を開催しようというこ

とで，解散となった。

今回参加できなかった方は，次回，是非，参加

してください。

また，私は長薬同窓会関東支部で毎年，総会の

お手伝いをしているが，関東支部では昨年から，

総会の前に「卒後セミナー」を開催し，卒業生以

外へも参加を呼びかけるなど，先輩達が活動を開

始している。

今年の６月の総会では，日本大学医学部法医学

教室教授の押田先生をお招きし，「医療・調剤事故

とリスクマネジメント」という題で基調講演をお

願いした。続いて，シンポジウムに移り，各分野

で活躍されている卒業生からの発表があり，大変

有意義なセミナーであった。

若い後輩達がもっと参加できる同窓会となるた

めには，魅力ある卒後セミナーの開催も一手段で

あろう。

講師やシンポジストへの招聘があったら，是非，

協力してください。そして，セミナーへ参加して

ください。以上，クラス会及び同窓会報告でした。

してこの野川が流れる調布市に移って22年が過ぎ

ようとしている。入社してすぐに開発が始まった

抗がん剤は10年前に承認され，海外から導入した

別の抗がん剤の開発もすでに数年が経過し，ゴー

ル目前である。入社当時53㎏程度であった私の体

重は今や67㎏，ウエストも70㎝から86㎝まで拡大

野川 は，国分寺にその源を発し，小金井，三

鷹，調布，狛江を通り，世田谷の二子玉川で多摩

川と合流する。数億年前に多摩川が武蔵野台地を

削って作り上げた国分寺崖線の湧水を集めながら，

野川は武蔵野の地を南東方向へ流れていく。

私が社会人として働き始めて既に四半世紀，そ

雑 感

角 邦男（昭50）
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の一方をたどり，当時黒々としていた頭髪はすで

にグレー，量も格段に少なくなっている。

先日，芳本教授（生物工学）に，小学生から一

般までを対象にしたバイオ・サマースクールとい

う市民講座で講演するよう依頼された。私のテー

マは，中国原産の樹木から得られた抗がん物質を

医薬品として開発したときの概略であったが，小

中学生のみならず高校生にとってもかなり難しい

内容ではなかったかと反省している。それはさて

おき，市民講座では旧製造工学教室の先輩である

林田眞二郎さん（長工醤油）や後輩の伊藤助教授

（生物工学）を初めとした数人の演者からいろんな

分野の面白い話題が提供されていた。会場で，北

村美江さん（薬用植物園）と山田（松尾）三和子

さんに会うことができ，北村さんの研究室でお茶

をいただきながら昔話に花を咲かせた。

帰りの飛行機の中で，その昔母の死をきっかけ

として，抗がん剤を開発しこの病気を克服したい

との淡い期待を抱いたことを思い出した。就職し

た会社は食品会社であったが，運のいいことに当

時設立されたばかりの医薬品部門では抗がん剤の

開発が開始されていた。数年後，同期で入社した

私の酒飲み友達が，植物から得られた抗がん物質

を基に高い効果を有する物質の半合成に成功し ，

その時から基礎から臨床までの一連の仕事が始

まった。活性化に関与する酵素の同定を鶴教授（製

造工学）にお願いしたこともあった 。臨床開発か

ら市販後にかけては安全対策に苦労させられたが，

海外では大腸がんの第一選択薬として広く用いら

れるようにもなった 。

四半世紀後の現在，昔日の期待は現実として目

の前に存在し，その夢は果たされたかにも思える。

が，何か未だ本物ではなく，さらにいい物を開発

したいという思いが存在する。それは，真の意味

でのがんを治す薬を我々が手に入れていないこと

に起因するものかもしれない。ヒトゲノムの解析

やそれに伴う分子標的薬の登場で，抗がん剤に限

らず薬剤の開発は大幅に進むかに見える。しかし，

本当にがんが治る薬，副作用が少ない薬としての

抗がん剤の開発はこれからが正念場なのだと え

るとき，その思いは薬学を目指して長崎大学に入

学し，卒業して社会人になった頃の淡い期待と同

種のものとして感じられるのである。

野川は，先日の台風の影響で水量が増し，勢い

よく流れている。その流れは，現在の環境が昔と

は随分違っているにも拘らず，数億年前と何ら変

わることはない。それは，まるで野川が奏でる雄

大なパッサカリア の basso ostinatoのようであ

り，人々はその流れとともに様々な変奏曲を日々

の生活の営みとして演奏している。そして，私も

その中の一人なのだ。
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